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京

都
大
學
緯
濟
學
會
規
則

第
一
條
　
本
會
を
京
都
大
犀
経
濟
塵
會
と
禰
す
る

第
二
條
　
本
會
は
左
の
倉
員
を
以
て
組
織
す
る

　

　
㈲
正
會
員

　
　
　
　
前
條
の
外
所
定
の
會
費
を
納
め
て
「
経
涜
論
叢
」

　
　
　
　
布
を
受
け
Z
個
人
及
團
膣
ぽ
購
讃
禽
員
と
す

第
四

條
　
特
別
の
場
合
に
限
り
前
二
條
に
定
め
ら
れ
た
會
員
以
外

　
　
　
　
の
堵
に
も
會
員
に
準
ず
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
る

第
五
條
　
本
曾
の
事
務
所
は
京
都
大
恩
経
濟
阜
部
内
に
置
く

第
六
條

　
　
　
　
本
會
は
左
の
事
業
を
行
う

　
　
一
、
機
瀦
雑
誌
「
纒
灘
論
叢
」
を
稜
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
「
経
濟
論
叢
」
は
留
月
一
回
護
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

　
　
　
　
別
號
を
護
行
す
る
こ
と
が
あ
る

　
　
二
、
　
「
経
濟
恩
研
究
叢
書
」
を
護
行
す
る
こ
と

　
　
三
、
毎
月
一
回
墨
術
研
究
禽
を
開
催
す
る
こ
と

　
　
四
、
毎
年
一
回
公
開
諾
演
介
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
條
　
（
略
）

笙

條⇔内（ロ）

　名賛墨
　警助生
　會會愈
　員員員

京
都
大
毘
経
濟
毘
部
教
授
、
助
教
授
、
謹
師

助
手
及
同
墨
部
出
身
者

京
都
大
學
経
濟
恩
部
躍
生

本
會
の
事
業
を
賛
助
す
る
者

京
都
大
學
法
恩
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

頒

第
八
條
　
（
酪
）

第
九
條
　
會
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
號
は
此

　
　
　
　
限
り
で
は
な
い

第
十
條
　
會
員
は
左
の
曾
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

騨
上

第

主
條
㌶
鞠
㌶
轟
更
及
髪
の
庭
2
曇
員
愈

　
昭
和
二
十
七
年
十
二
月

京
都
大
學
経
濟
學
會

一

　 ｝

次
”

目
一…

刊
…

既
…

流

第

七
＋
五

箋
六
號
　
稀
元
躇

民
，
績
考
：
…
…
…
…
…
…
・
…
穗
積
文
雄

舗
麗
㍑
、
工
璽
の
蓼
…
二
一
二
毅

謬
繧
瓢
け
る
初
期
マ
ル
ク
…
吉
田
竺

ね㌧
三
㌃
三
ン
コ
…
…
－
富
岡
裕

讃

本

蓄

積
…
…
…
…
…
モ
ー
リ
ス
・
ド
ッ
ブ

第
七
＋
六

藁
一
號
　
篇
元
醸

防
衛
聴
費
の
性
格
に
つ
い
て
…
…
…
…
島
　
恭
彦

自
由
民
構
蓮
動
と
豪
農
民
暦
…
…
…
…
内
藤
正
中

覆
議
繍
蕊
鷺
曙
償
…
高
寺
貞
男

第
七

±
釜
第
二
號
　
臥
哩
㌔
露

㍍
㌶
川
影
影
ス
の
…
…
…
堀
江
き

耀
知
三
撫
働
－
…
…
・
…
…
高
寺
貞
男

纏
鶴
麓
罐
謙
翻
…
…
三
菖
元
八

ペ

ー
カ
・
フ
イ
グ
ー
ル
ノ
フ

鶯
竃
竃
離
薦
麺
已
㎏
噸
L



　
　
　
　
保
守
的
反
猫
占
理
論
に
封
す
る
小
論

的
理
論
の
下
に
、
冠
會
的
法
則
性
を
探
究
し
、
そ
こ
か
ら
自
己
の
救
い
の

道
を
見
出
さ
な
い
限
り
、
彼
等
の
客
鶴
的
な
肚
會
的
役
割
は
、
そ
の
主
閤

的
意
圓
と
反
封
に
、
猫
占
支
配
者
達
に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
を
大
き
く
残

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
私
は
警
鐘
を
な
ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。

註
ω
　
努
働
研
究
會
著
「
現
代
の
凋
占
資
本
」

　
　
古
賀
英
世
著

「
支
配
集
中
論
」

　
　
外
國

書

と
し
て
越
後
和
典
氏
は
『
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
と
「
條
理
の
原

　
第
七
十
山
ハ
巻
　
　
　
　
一
七
占
ハ
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
四
］
〈

　
則
」
』
裡
濟
論
叢
零
i
己
。
中
に
つ
ぎ
の
書
を
代
表
作
と
し
て
屋
げ
て

　
い
る
。

　
等
言
9
三
、
巴
5
弓
日
累
一
》
【
。
ご
●
目
巨
＝
さ
竺
砿
゜
、
お
巴

　
綱
竺
ゐ
日
。
…
】
昆
己
旨
芭
∩
。
目
三
目
｛
｛
（
5
§
巳
」
》
巳
ま
」
）
。
ま
ざ
≡
箋

　
出
已
∋
三
日
、
9
H
）
●
。
芦
o
〔
告
∩
。
目
や
2
…
一
〔
o
p
ε
ω
O

②

　
前
掲
ア
ン
リ
、
ク
ロ
ー
ド
著
参
照

㈲

前
掲
註
ω

中
越
後
氏
の
論
文
に
も
み
ら
れ
る
。

執

筆

者

紹

介

武吉堀佐
　澤江波
暢榮英宣
夫藏一雫

京
都
大
學
教
授

京
都
大
學
助
教
授

京
都
大
學
大
學
院

學
生

京
都
大
學
大
學
院

學
生



小
島
昌
太
郎
著

経
　
　
濟

佐

波

宣

午
著

醐
交

　
通

宮

本
∂〈

次
編
　
（
阪
大

商
業
的

森

嶋

通

夫
著

學
　
初

口
壬矛

完A
偵5
五四
八一一

〇六
回頁

都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
四
一
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
概
　
　
論

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

定
蛮
山
ハ
一
＝
O
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
叢
書
三
加
）

　
　
　
　
　
　農
業
の
展
開
　
鎚
箪
≡
仁
順

　

　
　

　

　
　
（
阪
大
　
研
究
叢
書
四
加
）

産
業
連
關
と
経
済
愛
動
　
銀
度
瓢
顕

石

渡

貞

雄
著

農
　
民

高
垣
寅
次
郎
著

日
本
の

北

川

一
雄
著

分

解

論
齢
㍍
蹟

貿
易
政
策
以
瓢
三
〇
鍵
順

経

濟
登
展
と
外
國
貿
易
鶴
望
闘

冠
會
政
策
學
會
編

賃
金
・
生
計
費
・
生
活
保
障
　
蕊
砦
蹟

枇
會
政
策
堅
會
編

賃
努
働
に
お
け
る
封
建
性
　
鎚
節
嘉
歳

片

岡
昇
他
著

ピ

ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究
　
が
剛
≡
丑
㊤
願

京閣斐有京東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ー
7
」
／

　

愈
　
員
　
　
忽
濟
論
業
リ
ド
昭
和
二
十
七
年
七
目
凡
來
拶
肖
刊
　
．

各
位
へ
　
「
　
行
致
し
こ
お
り
ま
す
が
、
こ
の
機
曾
に
會
費
を
　
　
　

御
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
弓
お
願
い
致
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
會
費
納
入
先
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　
　
山
兄
都
市
難
顯
鯛
部
内
　
　
一

　

　

　

　

　

　

　

京

都

大

墨

経

濟

學

愈

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
振
替

口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
一
、
會
費
　
年
額
　
八
〇
〇
圓
（
前
納
）

　
一
、
會
員
各
位
の
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　

年
亥
、
就
職
先
を
菌
愈
ま
で
御
通
知
下
さ
い
、

　
一
、
倉
員
外
の
雑
誌
購
入
は
右
斐
閣
へ
お
申
込
下
さ
い
。

螺　竃左

圭畢勝緯衛
藷會治砒地門

　行

　所

　京
　都　京市
都左

　京撮大
遁馨

印　護編

刷　行集

所　人兼
　京　　護印

嚥簾行刷

慢治
印條

刷群良

昭昭
和和

十十
年年
九八
．月月

一十
日日

便

七
〇
圓

護

費

所

株
式
倉
肚

本
　
　
祀

京
都
支
店

有

　
斐
　
閣

東
京

都

千

代

田
臓
肺
田

榊
保

町
二
丁
自
十
七
番
班

京

都
市

左
京

隔
北
白
川

農

學

部

竃
　
停
　
前
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